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表直一1年齢構成 (単位:人， %) 
大 浦 -ノ~!、， 上
年齢
総 数 男 女 総 数 男 女
総数 509(100.0) 251(100.0) 258(100.0) 476(100.0) 228(100.0) 248(100.0) 
0-4 25( 5.1) 14( 5.6) 12( 4.6) 21( 4.4) 12( 5.3) 9( 3.6) 
5-9 39( 7. 7) 16( 6.4) 23( 8.9) 20( 4.2) 9( 3.9) 11( 4.4) 
10-14 39( 7.7) 25( 10.0) 14( 5.4) 28( 5.9) 17( 7.5) 11( 4.4) 
15-19 34( 6. 7) 15( 6.0) 19( 7.4) 31( 6.5) 15( 6.6) 16( 6.5) 
20-24 13( 2.6) 4( 1. 6) 9( 3.5) 13( 2.7) 6( 2.6) 7( 2.8) 
25-29 17( 3.3) 11( 4.4) 6( 2.3) 12( 2.5) 7( 3.1) 5( 2.0) 
30-34 30( 5.9) 16( 6.4) 14( 5.4) 21( 4.4) 1O( 4.4) 11( 4.4) 
35-39 33( 6.5) 17( 6.8) 16( 6.2) 19( 4.0) 11( 4.8) 8( 3.2) 
40-44 42( 8.3) 25( 10.0) 17( 6.6) 29( 6.1) 17( 7.5) 12( 4.8) 
45-49 25( 4.9) 13( 5.2) 12( 4.7) 33( 6.9) 11( 4.8) 22( 8.9) 
50-54 31( 6.1) 17( 6.8) 14( 5.4) 28( 5.9) 15( 6.5) 13( 5.2) 
55-59 30( 5.9) 13( 5.2) 17( 6.6) 35( 7.4) 20( 8.8) 15( 6.0) 
60-64 33( 6.5) 14( 5.6) 19( 7.4) 49( 10.3) 20( 8.8) 29( 11. 7) 
65-69 44( 8.6) 20( 8.0) 24( 9.3) 34( 7.1) 12( 5.3) 22( 8.9) 
70-74 30( 5.9) 14( 5.6) 16( 6.2) 47( 9.9) 22( 6.6) 25( 10.1) 
75-79 21( 4.1) 7( 2.8) 14( 5.4) 23( 4.8) 7( 3.1) 16( 6.5) 
80-84 1O( 2.0) 6( 2.4) 4( 1. 6) 20( 4.2) 1O( 4.4) 1O( 4.0) 
85-89 9( 1. 8) 3( 1. 2) 6( 2.3) 9( 1. 9) 5( 2.2) 4( 1. 6) 
90一 3( 0.6) 1( 0.4) 2( 0.8) 4( 0.8) 2( 0.9) 2( 0.8) 
0-14 103( 20.4) 55( 21. 9) 49( 19.0) 69( 14.5) 38( 16.7) 31( 12.5) 
15-64 228( 56.5) 145( 57.8) 143( 55.4) 270( 56. 7) 132( 57.9) 138( 55.6) 
































- 41 -(144) 
大 浦 水 上
153(100.0) 153(100.0) 
24( 15. 7) 34( 22.2) 
34( 22.2) 44( 28.6) 
33( 21. 6) 20( 13.1) 
24( 15. 7) 16( 10.5) 
16( 10.5) 18( 11. 8) 
15( 9.8) 12( 7.8) 
5( 3.3) 6( 3.9) 








総数 153(100.0) 88(57.5) 
一世代 49( 32.0) 24(15.7) 
二世代 70( 45.8) 64(41. 8) 
三世代 29( 19.0) 
四世代 5( 3.3) 
(水上〕
総 数 [核家族世帯|
総数 153(100.0) 67(43.8) 
一世代 74( 48.4) 40(26.1) 
二世代 35( 22.9) 27(17.6) 
三世代 42( 27.5) 






























































続 柄 |大 浦|水 上
世 帯 主 153(1000.0) 153(1000.0) 
自己 偶 者 103( 673.2) 103( 673.2) 
子 155(1013.0) 105( 686.2) 
(長 男う 62( 405.2) 48( 313.7) 
(次 男 以 下) 32( 209.2) 22( 143.8) 
(長 女〕 42( 274.5) 18( 117.6) 
(次 女 以 下) 19( 124.2) 17( 111. 1) 
子の配偶者 22( 143.8) 23( 150.3) 
(長男の配偶者) 17( 111. 1) 19( 124.2) 
(次男以下の配偶者〕 4( 26.1) 4( 26.1) 
(長女の配偶者) 6.5) 
孫 43( 281. 0) 50( 326.8) 
孫の配偶者
骨 孫
父 5( 32.7) 9( 58.8) 
母 23( 150.3) 29( 189.5) 
父 の 兄 1( 6.5) 
祖 母 1( 6.5) 
兄 弟 3( 19.6) 1( 6.5) 
姉 妹 2( 13.1) 
































































総 数 |核家族世帯 l 
総数 80(100.0) 29(36.3) 
一世代 35( 43.8) 18(22.5) 
二世代 17( 21. 3) 11(13.8) 
三世代 23( 28.8) 
四世代 5( 6.3) 
(水上〉
総 数 1核家族世帯 l
総数 94(100.0) 26(27.7) 
一世代 45( 47.9) 21(22.3) 
二世代 12( 12.8) 5( 5.3) 
三世代 35( 37.2) 
























単独世帯 | 非親族世帯| そ族の世他の親帯
16(20.0) 35(43.8) 












































































姓が20で，あとの27姓はHY (14)， S G (13)， 
MT (12)， AR， T S (各11)，S S (9)， 
KS (7)， KZ， SH， WD (各5)， SK 
(4)， OT， TN， DI， HR， MT(各3)，Y 
N， Y S， 1 S， 1 T， 1 T， KK， KW， D 



























































年 次 1大(19正209〕l|昭(19和4015〉|昭(19和6305〉l|昭(19和8505〉|平(1成9946) 
人 口 11，264 11， 253 1凶 41 861 1 加





年 代 ! 昭和35 1 昭和55I平成2
総 147ベ38.0ペ36.607数 (100.0)I (80.5) I (78.2) 
幼少年人口 1 15刊7ベ6.820 
0-14 I (100.0) I (50.3) I (44.3) 
|川… 22.276
生 計 (100.0) I (87.6) I (81. 2) 
|出15|州問15-39 (loo-0〕 (69.2〉 (59.9〕
口一|山|吋 12蜘
(100.0) I (1ll.6) I (108.8) 






























































あとの36姓は， UE， HR， TN， TK， NG 
が各5世帯， TM， NA， WTが各4世帯， 0
K， OG， SHATB， F J， MT， MS， M 
Z， MR， YMが各3世帯， A S， 1 S， OG， 
OD， KW， KD， GB， SG， TG， TH， 
















































































































































































信刀士て・ 派 !寺院数 iパーセント
浄土真宗・本願寺派
76 56.3 
" 大谷派 1 
曹 j同 万-さ=之P 
臨 済 ，刀"て 1 f25 
18.5 
浄 土 '河士て， 16 11. 9 
日 蓮 耳s三2ミ 9 6. 7 
真 言 '刃fて? 9 6. 7 













































































































































































































































































































































大浦一「馬場 (71)一「上市第一 (29)一一葬式組ニ組 (14・14)
ト上市第二 (23)一一葬式組二組(15・8)
」上市第三 (19)一一葬式組二組 (10・9)
下 (124)一「竪 町 (30)一一葬式組二組 (19・14)
ト本 町 (24)一一葬式組二組 (12・12)
l一明神町 (70)一一葬式組六組 (16・13・10・9・12・1の







































































































































































































































































水上町一「白 土不 (69)一「米 山 (21) 葬式組一組 (24)







|一福原 (97)1一福原上 (29)一一葬式組一組 (29)
一福原中。(22)一一葬式組一組 (21)
一福原下。(34)一一葬式組三組 (7・?・ 7)
ー又 持。(12) 葬式組一組 (12)
























































































































が， 49日の法事 (r満中院の法事J)に，葬家か 1月11日を田植正月と呼ぴ，その午後，組のも






































































































































































































































































































































































































































































































相位置撲づのけ I祭礼の主体 場所 月 日
官相撲 井戸神社 大森 5月26日
1月26日
恵比須講 恵比須神社 五十猛 1月20日






!宮相撲 i三瀧神社 水上 10月13日
宮相撲 ヨシイズ 河本 8月2日八幡宮
宮相撲 荻原八幡宮 水上 10月8日































































































































































































- 69 -(116) 
神話・天領・近代化 (VI)
ある。ところが， 5代目琴ヶ演の場合には，一
般の力士とは異なり，プロ相撲と同様に引退興
行が行われたことには注目しておく必要があろ
う。少なくとも東石見において，同時代に引退
興行が行われたのは，琴ヶ潰以外にはいないか
らである。
5代目琴ヶ演の引退は昭和22年 (1947)11月
21日午前9時から馬路村琴ヶ浜においておこな
われた。この引退興行に先立ち，「5代目琴ヶ
演引退大相撲興行趣意書並に御挨拶」として
小冊子が作成され，関係各所に配布された。趣
意書は 5代目琴ヶ演引退相撲興行発起人一向に
よるものであり，その人数は53人に及んでいた。
この発起人たちは，親族の他に村内の有志であ
り，中には弟子たちもいたと思われる。趣意書
の冒頭には「我が郷土の誇りとする名力士琴ヶ
演は14歳にして初土俵を踏み19歳の時大阪相撲
に登場しまして修業を重ね若干22歳にして 5代
目琴ヶ演を襲名爾来今日まで30年間角道に精進
し……」とあり，一度はプロ力士として経験を
踏んだ後に，琴ヶ演を襲名したという経緯を明
らかにしている。また，琴ヶ演自身の御挨拶に
おいて「今度四方御最嵐様の御奨めに依りまし
て角界を引退することに至りました……」と述
べており，この引退興行が御最良筋によって準
備されたことが窺える。この引退興行では，最
後に琴ヶ潰に記念品が贈呈されたようである。
その時の寄付を記した r5代目琴ヶ潰引退大相
撲記念品贈呈親戚有志名簿」には31名の氏名
と金額が記載されており，合計で 1万30円の寄
付があった。
このように引退興行ができたのは，琴ヶ漬が
他の草相撲力士とは全く別格の扱いを受けてい
たことを物語っており，「琴ヶ潰」という四股
名が，江戸後期から天領一帯において力士を代
表する特別の地位を示していたことが窺えるの
である。
(2) 弟子の分布
琴ヶ演に関する史料として，弟子帳が存在し
ている。この弟子帳は，すべての代において残
されているわけではなく，現存するものは，初
代， 2代， 4代の三冊である。〔樟野家蔵〉中身を
見ると，世代によって若干の違いはみられるが，
四股名と居住地の記述においては一致している。
初代琴ヶ演である「金碇吉十郎弟子帳』には
表紙に「寛政14年子正月 5日改」と記述されて
おり (8)，この弟子帳が40歳代後半のものである
ことがわかる。弟子帳には76名の名前が記され
ている。
2代目にあたる「琴ノ演金治郎弟子帳」の表
紙にはいくつかの書き込みがあり，この弟子帳
が，いつ作られたのかについては，判然とせず
安政，文久，元治という元号がみられる。その
中で，年月日が確認できる最も古い記述は，「文
久3年子1月14日」である。この時代に弟子帳
が作成されたとすると，金治郎はすでに70歳前
後であり，仮にもっとも古い元号である安政で
あったとしても，せいぜい10年を遡るのみであ
り， 60代前半ということになる。弟子の人数を
見ると， 144人にも及んでいる。そしてこの弟
子帳は「明治元年炭1月15日改」とあり，その
翌年にも「明治2年巳 1月15日改」と記されて
いることから，この時期まで弟子が増えたと推
測できる。そして，この最終的な改正時には，
金治郎の年齢が，すでに70歳代後半に達してい
ることから，相当の年齢まで大頭取として弟子
を抱えていたことがわかる。
最後に4代目にあたる「京十四太郎弟子帳」
について見てみると，表紙には「明治6年酉3
月2日改」と記されていることから(写真VI-
3 )，十四太郎が27歳の時にはすでに弟子を抱
えていたことになり，その数が 238入にも及ん
でいる。この弟子の中には，もとは金治郎の弟
子であった者も若干含まれているようである。
しかし，これだけの人数になると，周辺の集落
からだけではなく広い範囲にわたって，弟子を
とっていたことになる。
また，もう一つの問題として， 3代目である
栄之助は「琴ヶ演」を襲名していた時期が非常
に短かったと考えられる点である。弟子i援の記
載によれば，十四太郎は金治郎の三男として弘
- 70一(115)
神話・天領・近代化 (VI)
〔石商〕
〔石東〕
: (出雲〕
...初代
田二代
.I!g 代
図VI-1 弟子の分布 (5人以上の地域〕
化3年 (1846)に生まれており，金治郎が寛政
3年 (1791)生まれであることからすると，十
四郎は金治郎が55歳の時の子どもということに
なる。二男である栄之助の出生年，没年ともに
不明であることから確かなことはいえないが，
次にあげる三つの可能性が指摘できる。一つめ
は，初代吉十郎が40代で最後の弟子帳を作って
いることからすると， 2代目:金治郎が70歳代ま
で「琴ヶ演」を譲らなかったのは， 3代目栄之
助がそれを継ぐには若かったとも考えられるが，
それ以上に，栄之助がすでに大阪で生活をして
おり，馬路に戻ってくるのが，明治2年以降で
あった。二つめとして， 3代目栄之助が琴ヶ演
を襲名後すぐに亡くなり， 4代目十四郎が襲名
する年齢まで再度， 2代目金治郎が琴ヶ演を名
乗った。三つめとして， 2代目金治郎は正確に
は四股名を「琴ノ演」と名乗っており，「琴ヶ
漬」は 3代目栄之助からの四股名であった。史
料的には，三つ目の可能性が高くなるが，地元
の人々は，「琴ヶ潰」の四股名が初代からつけ
られたと説明しており，この点は不明のままで
ある。
それでは次に「琴ヶ演」の弟子達が，どのよ
うな地域的広がりを持っていたのかについても
整理しておこう。図VI-1は判読不明なものを
除き，可能な限り弟子帳に記載されている地域
を引き出したものである。
これを見ると非常に広範囲にわたって弟子の
いたことがわかる。特にその範囲は，代が上る
につれて広範になっており， 4代目の十四郎の
代には，近郷近在に対して最も影響力を持って
いたことが理解できる。このように各地に弟子
を持つということは，少なくともこの範囲にお
いて，一定の往来があったことを示すものであ
り，この時代が東石見における相撲がもっとも
繁栄した時期でもあったと考えられるのである。
3. 草相撲組織の形態と花相撲の運営
師弟関係がどのような形で結ばれ，そして保
たれていったのか。この問題は草相撲の組織を
考えていく上で重要である。また，この組織が
草相撲の運営においても一定の役割を果たした
と考えられる。そこで，草相撲の組織と花相撲
と呼ばれる相撲について触れてみたい。
-71ー(114)
神話・天領・近代化 (VI)
(1) 草相撲の組織
草相撲にみられる「擬制的親子関係」はどの
ように結ぼれたのであろうか。そこで，最初に
師弟関係の基本となる「親分，子分」関係につ
いて整理しておこう。
親方はこの地域では「頭取」とよばれる。こ
の「頭取」とは，大阪相撲，京都相撲の年寄り
の名称である。明治以前においては，各藩のお
かかえ力士を養成する人物も含めて，関西以西
の地方において力士を養成する人物を頭取と呼
んでいた。東石見の場合，この頭取にも二通り
の立場があった。一方は弟子を持つ(持てる〉
頭取であり，他方，弟子を持たない(持てな
い〉頭取である。これは現在のプロ相撲の親方
の場合でも同様である。ただこの東石見地方の
特徴として，基本的に弟子を持っている頭取の
方が草相撲では強い発言権を持っていたようで
ある。というのも弟子を持つ頭取は，相撲大会
に力士を派遣する力を持てる立場にあり，相撲
大会には欠かすことができない存在であったか
らである。
それでは，師弟関係はどのように結ぼれてい
くのであろうか。弟子になるためには，すでに
師弟関係を結んでいる弟子の勧めで弟子入りし
たり，頭取がスカウトする事で弟子をとるとい
うのが一つの方法であり，もう一つに自分から
希望して弟子入りするというこ通りの方法があ
ったようである。ただし，後者の場合，ただ単
に自分が弟子入りしたい頭取にそれを申し出る
だけでは弟子になることはできず，頭取が弟子
として認めることによって，はじめて師弟関係
が成立したのである。したがって，誰もが頭取
と師弟関係を結べるわけではなく，ある一定の
技量をもっている，あるいは強くなると見込め
る者が弟子となった。
このように師弟関係を結ぶということが決定
すると，次に弟子の披露が行われた。これは相
撲大会の中でその披露が行われるが，それに先
だって， 5代目琴ヶ演の弟子の場合には，師匠
から弟子入りした者に対して「まわし」が贈ら
れたという。弟子になった者はこのまわしをつ
けてお披露目したわけである。(写真VI-4)
ただしこのように弟子に「まわし」を与えるこ
とで師弟関係を結ぶといったことが，すべての
頭取の中でおこなわれているわけではなかった。
ところで，師弟関係が結ぼれるのは，近隣に
住む頭取と力士の間で行われることが一般的で
あって，琴ヶ演のように広範囲にわたって師弟
関係を結ぶことは特別のことであった。つまり，
親方と弟子は日常的に顔を合わせることのでき
る距離にいたということであり，同一村落(共
同体〉内部において結ばれる師弟関係が基本的
形態であった。
このように師弟関係を結ぶのは頭取と弟子の
間ばかりではなかった。頭取と弟子の問に世話
人と呼ばれる地位があった。現在のプロ相撲で
世話人と呼ばれる人々は，若者頭の下の地位に
あり，部屋や本場所の雑務をする人物を指して
いる。東石見の世話人は，土俵作りをしたり，
運営資金を調達したり，大会の際には実際の運
営にあたっておこる様々な雑務をこなすといっ
た，実質上の運営全般を司るといった役割を担
っていた。世話人には，すでに力土を引退した
者が推挙された。
力士の引退についても若干触れておこう。力
士が引退するにあたって，特別に引退興行をす
ることはない。ほとんどの場合，自分自身で試
合に出場しなくなった時点を引退と考えたよう
である。引退するにあたっては，親方の意見を
参考にすることもあるが，最終決定は自分自身
でおこなったという。引退後に相撲と関係を持
ちたい者は，親方にお願いして「世話人」に推
挙してもらう。世話人に推挙される者は，相撲
好きであることが一番であり，力士時代の技量
が加味されることはほとんどなかった。したが
って，技量はそれほどではなかった人も世話人
に取り立ててもらったという。この時代に相撲
の運営や行司を経験するが，力士時代に非常に
強かった場合には，世話人を経て「頭取」に推
挙されることもある。しかし。いくら実力があ
っても，特別な場合を除くと一足飛びに頭取に
なることはできない。なぜなら，弟子を取ると
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いうことは，その弟子の世話をするということ
であり，そのためには，経済的な余裕のあるこ
とが必須条件であったからである。また，頭取
になるためには，一定の年齢以上でなければ推
挙されなかったという(9)。
このように保たれる頭取と世話人の関係は，
それまでの師弟の結び付きから，引退を機に，
新たに結び直されることになり，この結ひ手つき
は師弟関係の時よりも緩和するのである。頭取
や世話人として推挙されたときにも，相撲大会
の中でお披露目されたという。
次に，このような組織が実際にどのように機
能していたのかについても触れておこう。草相
撲の場合，大相撲のように弟子達がその部屋に
寄宿し，生活をするということは，まず無い。
それぞれの力士達は，それぞれが職業に就いて
おり，相撲はあくまでも娯楽の一環として行わ
れていたからである。
しかし，稽古は年に何度か行われていた。稽
古の日は特に決められていなかったようである
が，稽古がある時には，弟子達は親方の家を訪
れ，そこで弟子同士が親方の前で稽古に励んだ
という。また，相撲大会が近づくと，親方から
その日程が弟子たちに連絡され，出場したい者
が参加したという。しかし，大会のレベルによ
っては，弟子の中から出場選手が選抜され，数
人でチームを組んで大会に望むこともあったよ
うである。
大会や稽古以外では，弟子達は盆暮れの挨拶
をする事はあったが，その他の拘束は特になく，
親方と関係する冠婚葬祭の際に手伝うといった
程度であった。
(2) 花相撲の実際
花相撲は祭の時ばかりに行われていたわけで
はない。相撲大会が組織されるのは，次のよう
な場合であった。
一つは，祭の時(神社の奉納として〉の「奉
納相撲」。
二つ目として，大きな建物の落成式や地鎮祭
の時の「奉納相撲」。
三つめとして，頭取，世話人，力士の財政を
救うための「お助け相撲」。
最初の祭の時に行われる相撲は，いわゆる奉
納相撲として行われるものであり，この際の相
撲は，氏子組織が運営母体となる。次の，落成
式ないしは地鎮祭については，その建物の管理
者となるべき団体もしくは個人が運営母体とな
る。最後のお助け相撲は，頭取，世話人，時に
は力士が何等かの事情で(例えば，火事など〉
財産を失った場合に，それを救うために相撲大
会が聞かれたという。ここでの勧進元は，それ
を援助しようとする有志ということになり，そ
れはおおむね，その地域の頭取ならびに世話人
が主宰することになるのである。
さて，次に花相撲の方法について簡単に説明
することにしよう。
花相撲は，基本的にその土地の伝統的な方法
を受け継ぎながら運営されていったと考えられ
る。したがって，場所が異なればその運営方法
は異なることになる。しかし，相撲の運営を司
る立場にある世話人や頭取といった人物は，近
隣でおこなわれる相撲に参加するため，特別の
事情がない限りにおいては，その運営方法もほ
ぼ同じ方式が取られていたのである。
それでは，井戸神社を頂点とするこの天領一
帯でおこなわれていた花相撲の形式はどのよう
なものであったのだろうか。すでに花相撲の形
式はかつての天領内部には残っておらず，その
すべてが，過去に相撲を取ってきた人々の記憶
に頼るだけであることから，参与観察は不可能
であり，その細部にわたる記述は無理で、ある。
しかし，その大まかな構造については，ある程
度の再現は可能であるので，再構築可能な部分
について整理してみよう。
花相撲は，先にも触れたように，相撲を開催
する地域の頭取連中と世話人によって運営され
ることになる。ただ、し，この人々は，実際の運
営に携わる人物達であり，運営費は別に集めら
れた。宮相撲の場合には，その相撲が宮の行事
としておこなわれるので，その運営費の一部は
氏子費用から捻出されるが， しかし，これ以外
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にも費用は必要であることから，毎回ではなか
ったが，世話人が寄付を募ったこともあったと
いう。また，お助け相撲の場合には頭取，世話
人・力士から寄付を募ったという。大会が近づ
くと世話人は，相撲の日程を各地区にいる頭取
に連絡する。そして，大会当日までに土俵を整
備し， r焚天」一一祭礼に使うー穏の御幣で，草
相撲では勝者に与えられるーーを作るのである。
(写真V!-5)宮相撲や落成式の場合には，神
主が究天づくりの中心となるが，お助け相撲で
は世話人がそれにあたった。先天の数について
は，毎年おこなわれている番数に合うように用
意するのが慣例であった。
大会の当日は，最初に出場した全力士が，順
番に土俵に上がり，そこで顔見せも兼ねて 2番
勝負の相撲が取られる。これを「ちらし」と呼
んでいた。ここでは勝つでも負けても，些少の
お金が封筒に入った形で渡され，勝負で先に勝
った方を「せんがち」といい，先に封筒をもら
い，後からもらう方を「ごさんばんがち」とい
っていた。ちらしが終わると，次に「飛びつき
3番ぬき」が，大体はおこなわれたようである。
この「飛びつき三番ぬき」とは，最初に 2人の
力士が土俵にあがり，それ以外の力士達は，土
俵を取り囲むようにその回りに立っている。行
司が軍配をあげて，土俵上の力士の勝敗を明ら
かにすると同時に，土俵の回りにいる力士の一
人が，すかさず土俵にあがり，次の試合が開始
される。時には土俵上に立つ力士に対して，後
ろから飛びつき，勝負を仕掛けることもある。
このような飛びつき三番ぬきを 5本くらいおこ
ない，その後は， 1人づっ正面からぶつかりあ
って勝敗を決めていく，いわゆる r5番ぬき」
がおこなわれる。時には r3番ぬき」が飛びつ
き3番と 5番ぬきの聞におこなわれることもあ
ったようだ。
これらの試合をおこなっている聞に，若い頭
取たちによって，その日限りの番付編成がおこ
なわれる。ここでは当日出場したすべての力士
の番付がつけられたが，特に，東西の大関，関
脇，小結，中入の8人が「四役」と呼ばれてい
た。このような番付編成を「割り」と呼んだ。
相撲は割りに従って四役の前まで休むことな
く取り進められる。そして四役の前で一旦休憩
が入る。この時に，東西両力士のもとに「酒と
むすび(おにぎり)Jが用意され，それを東西双
方の力士が交換した後に，中入りの相撲がおこ
なわれる。これを「中入りのはね」と呼んでい
た。
ところで，この中入りという地位は，大関，
小結のように相撲の強さによって就く地位では
なく，ある種の披露をするときの対象力士がこ
の地位に選ばれたのである。ここで選ばれた例
としては，頭取に弟子入りした力士のお披露目
であったり，歳をとってもうすでに引退を決意
している力士の最後の晴れ舞台として，この地
位が用意されることもあったという。したがっ
て，中入りの地位は強さとは別の地位として意
識されており，特別メニューとして位置づけら
れていたのである。
大関までの相撲が終わると，双方の力士は，
土俵の縁で酒を飲みながら，むすびを食べた。
食事が終わると力士は散会した。
さて，相撲の中身としては，日本各地に見ら
れる花相撲の形式とそれほど大差はなく，見物
人や最展筋から，力士達には花(一般的には金
銭であったが，時には物であることもあった。
これは必ずしも懸賞金というわけではなく，負
けても最買筋から花が贈られることもあった〉
が贈られた。そして「割り」において高い地位
に就くと花も多くなったというのである。頭取
に弟子入りしていると，割りにおいても高い地
{立につけてもらえることが多かったという。
おわりに
一草相撲組織の崩壊と花相撲の消滅一
これまで説明してきたような，東石見地方の
相撲の組織は，第二次世界大戦を境に急速に崩
壊したようである。その理由のーっとして，頭
取と力士の聞で結ばれる師弟関係の拘束力が，
戦後の混乱と経済変動で保持できなくなったこ
とが考えられる。例えば，盆暮れに弟子が挨拶
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に来れば，飲み食いをさせ，帰りには小遣いを
あたえるといったことが普通であり，経済的な
余力がないと頭取は務まらなかったからである。
戦後，このようなもてなしは，経済的に不可能
であった。このような，かつての「頭取=親方
と弟子の紐帯は， I章1の(1)やV章2で触れた
「契約親子」の関係に近い，いわば一種の擬制
的親子関係とみることができる。
また戦後の社会状況に加えて，若い男性の他
出による若者の減少などの影響もあって，相撲
を取ろうとする力士が急速に減少したという事
実も見逃せない。このような力士の減少は，花
相撲の出場者の確保を困難にさせ，大会自体が
脆弱化するとともに，相撲が地域的娯楽として
の活力を失っていくことにつながった。
さらに，このような現象に追い打ちをかけた
のは，花相撲の形式が競技としての相撲に取っ
て変わるという大きな変化がおこったことであ
る。それまでは，頭取が強力な発言権を持ち，
行司なども世話人や若手の頭取が行っていた。
しかし，戦後になると相撲の段位を持つ者や審
判資格を持つ者たちが，次第に相撲大会運営の
中心となっていった。特にその中心的な役割を
果たしたのは，海軍帰りの人たちであった。こ
れは海軍が積極的に相撲を取り入れていたこと
と関係している。そして，各地域で開催されて
きた相撲大会は，国民体育大会を最終目標とし
たことによって，これら有資格者の参加が必須
となり，大会そのものの質と価値を高めていく
という流れに変わっていった。地方の大会は最
終的に中央の大会に結び、つくという構図ができ
あがったのである。これは相撲が近代スポーツ
へと移行する過程でもあった。つまり，相撲組
織という共同体が戦後を境に崩壊し，それにと
って変わったのが，アマチュアスポーツ組織だ
ったのである倒。
東石見の場合，頭取が相撲大会に顔を見せな
くなるのは，昭和20年代半ばからであったが，
もちろんそこには，頭取と呼ばれる人々が極端
に少なくなったという事実もある。しかし，戦
後，相撲の上手な者を頭取に推挙する例は， 5 
代目琴ヶ演のみであり，この特殊事例を除くと，
すでに頭取の役割は終わったと見てよいであろ
う。村落の中で相撲組織を存続維持させていく
必要がなくなったのである。
したがって，戦前まで続いた相撲組織と大会
の運営方法は，古くから日本社会で維持されて
きた形式であったが，戦後，東石見地方で行わ
れていた相撲にも近代スポーツの波が押し寄せ，
アマチュアスポーツとしての体裁を整えること
によって，花相撲はその役割を終えたのである。
注
(1) 素人の相撲組織とプロの相撲組織について，高
橋統一は示唆的な指摘をしている。〔高橋 1994・
397-404J高橋は愛媛県北宇和郡津島町御模でお
こなわれている「篠相撲」を記述し，若干の分析
を加えているが，それに先だって，愛媛県南予地
方に散見する相撲の特徴をまとめている。そこで
は「相撲が古来・競技であるとともに，それによ
って吉凶を占い豊穣を祈願する共同体の神事であ
ることを反映して」いるとし，相撲が共同体と密
接な関係を持っていたことを指摘している。さら
に，野村町の「乙亥相撲」の分析から， I江戸時
代の勧進相撲から東京や大阪のプロの大相撲が成
立する過程では，いわゆる草相撲が各地にあって，
プロとアマの区別もそれほどはっきりしていなか
った…一」という見解を示し，プロ相撲組織の成
立にあたって，草相撲の組織が何らかの影響を与
えたであろうという見通しを立てている。日本に
おける近代スポーツの成立過程を見る限り，この
指摘は非常に示唆的であり，プロスポーツの一つ
の成立経緯を言い当てているといえる。これまで
の相撲研究ではこのような指摘がなかっただ、けに，
この見通しは非常に刺激的であるといえよう。
(2) これまでの相撲研究では，起源やルーツといっ
たことに関心がもたれてきた。しかし，近年にな
って，相撲の近代化や組織の問題にも関心が持た
れるようになったが，それはあくまでもプロ相撲
についてであり，各地でおこなわれてきた草相撲
については，若干の文化人類学的，民俗学的研究
にとどまっているのが現状である。
なお，日本の相撲研究の動向については， [宇
佐美 1994・196-204Jを参照されたい。
(3) 石碑の存在については，これまで各教育委員会
において調査され，それが何らかの形で報告され
ている。そこで，これらの報告を整理し，さらに
調査報告に漏れがある場合には，新たに調査結果
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をつけ加え，表VI-1に東石見の力士と関わる石
碑を整理した。
(4) IF仁摩町誌」には，宮相撲についての若干の紹
介がある。それによれば，この地域は，相撲が盛
んなところで、神事祭礼にはなくてはならないもの
であった。また，文政年間の頃の運営費用につい
ても触れている。それによれば，この地域におけ
る費用の取り立ては，組単位に取り立て人を決め
ており，当番制になっていたことが説明されてい
る。
〔仁摩町誌編さん委員会 1972・295)
(5) 恵比須講の実態については， (温泉津町誌編さ
ん委員会 1995・745，678-80)にその概要が紹
介されている。また五十猛については，私の調査
の結果をもとにしている。
(6) プロ相撲の社会に見られる部屋制度については，
〔生沼 1994)に詳細が述べられているが，草相
撲の場合にも，これと類似する組織の形態が見ら
れるのである。
(7) これまで「琴ケ演」については，その人物像を
紹介したものは少なく， (馬路教育史編纂委員会
1978)の中に若干の記述が見られるのみである。
しかし，その四股名は，当該地域の相撲関係者の
聞では有名である。
(8) 歴史的には，寛政年間は13年(1801.2. 4)まで
であることから「金碇吉十郎弟子帳』にある「寛
政14年子正月五日改」の記述は，享和2年(1802)
ということになる。しかし，享和2年は「子」年
ではなく「戊」年である。仮に「子」年の 1月5
日だとすると，この2年後の享和4年 (1804)に
なるが，この点については明らかではない。
(9) 四代目琴ケ演の場合， 27歳にして頭取の地位に
就いており，年齢を基準とする頭取就任のシステ
ムが適用されなかった唯一の例である。
(附 この時代のアマチュアスポーツ組織について触
れるときに，特に注意したいのは，国民体育大会
(国体〉の干生存である。昭和21年 (1946)の第1回
大会から各県持ち回りで開催されてきた国体は，
いくつかの種目を設定して競技をおこなってきた。
相撲は，第1回目の大会から今日まで休むことな
く続けられており，少なくとも戦後すぐにこのよ
うな大会が実施されたことによって，各地の大き
な相撲大会は，早くも競技としての体裁を整える
ことになったと考えられる。このことは，一方で，
それまでの伝統的な相撲大会の形式が否定され，
競技スポーツとしての相撲大会が推進されていく
ことにつながったのである。
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終章東石見の文化伝統と近代化
一一結びに代えて
高橋統一
序章で本研究の視座と枠組の概略を説明し，
そこで予め提示した諸問題を， 1 ~vnの各章で
具体的に考察してきた訳だが，最後にそれらを
概括的に整理し，結びに代えることにしたい。
共同調査とはいえ，わずか2年余にすぎず，実
際に現地でフィールドワークを行った日数はそ
れほど多くはない。
ただ現地の方々の多大の御協力のお蔭で，予
期以上のフィールドデータを収集し，且，関連
の記録資料や文献もかなり入手できたので，私
たち自身はある程度，納得のゆく分析ができた
のではないか， と考えている。以下，その主な
ものを列記して稿を締め括り，今後に資したい
と思う。
① 素変鳴尊が新羅から出雲に天降りになると
き，その御子，五十猛命が姉妹神，大屋津姫
命・机津姫命と共に，樹種を持ち帰って全国
に播き殖めたという，神話にまつわる大田市
内の五十猛神社・韓神新羅神社・大屋(津〉
姫命神社・漢女神社について，私たちが調査
した範囲では，神話と史実を結びつける伝承
に確証はなく，伝承の定着過程で若干のフィ
クションが増幅されたものと想像される。し
かしながら，周辺の諸神社の祭神(主・配神〉
なども考え合わせると，現在に至るまで地元
住民のいわば「神話アイデンティテイ」はか
なり強固である， と言ってよいだろう。この
ことは出雲に接し，且，朝鮮半島の東海岸に
近い東石見という土地柄を考えれば，むしろ，
当然のことかもしれない。
② 五十猛神社(湊〉と新羅神社(大浦〉との
聞には，大森銀山を擁した幕府直轄の天領に
おける磯竹村と大浦集落の，親郷と枝郷の関
係が反映しており，枝郷でありながら，天領
の御城米積出港で，北前船の出入も多かった
大浦の実勢が親郷を凌いでいたことが，今日
にまで及んでいるふしが見うけられる(大浦
と湊の春祭りの参与観察など〉。この点で，
気になるのが国分寺露霊神社(地頭所〉で，
磯竹の村社はかつては玉十猛神社よりも，こ
こであったのかもしれない。それは，国分寺
露霊神社が「延喜式』の神名帳にある「式内
宇土」である可能性があるからであるーーなお，
式内社に擬せられている同名の神社が他にも
あって，これらはいわゆる「論社」とされて
いる。
⑧ 五十猛命と姉妹神にまつわる神社は，実は
和歌山市に数社があり，「日本書紀」にはこ
れら三神が最後に紀伊国に坐します， とある
から，こちらは神話と史実が結びつき，今日
に至っていると見なすことができる。
但し，紀伊国では，現在の神社のかたちに
落着くまでに，複雑な経緯があったようで，
伊勢神宮の内宮と外宮の関係(天皇家の祖先
神=天照大神と土着の畳受大神〉のような祭
神・神格の並立複合〈日前・国懸の両神宮〉
の過程で，伊太祈曾(五十猛〉神社が現在地
に移り，さらに三神が分立して鎮座すること
になったらしい。いずれにしろ，これらの諸
神社が式内社であることは，ほぼ間違いなく，
神話と史実の結びつきを裏付ける証しと言え
るのだが，ここでもいくつかの神社の問に
「論社」の関係がある。
④ 大森銀山に接する山村の水上では，福原と
荻原の両八幡宮と三久須=白杯の三滝神社が
昭和46年 (1971)に合和して水上神社ができ
たのだが，それ以前の福原八幡宮の秋祭で奉
納されていた悶楽踊りとしての「シッカク踊
り」が，昭和62年 (1987)に県の無形民俗文
化財に指定されたのである。
即ち，シツカク踊りは水上神社にひきつが
れたのだが，かつては踊りと一体となってい
た「宮座J組織はもう全く崩れてしまった。
そしてわずかに残る宮座の直会(饗膳〉とシ
ッカク踊りの古記録の写しによると，シッカ
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ク踊りに成年式の意味あいがあり，また一部
に神仏習合の痕跡が窺われる。
他方，農耕儀礼では，民俗芸能である「花
国植J(田植ばやし〉が昭和59年 (1984)に
復活した(数年に一度の開催〉。
そして村おこしの一環にとの関係者の尽力
により，このほど市の無形民俗文化財の指定
に漕ぎつけたのである。
⑤ 大浦は前述のように，御城米積出港で蔵宿
や廻船業者が重きをなす商港でもあったが，
近世末から明治にかけて漁業資本家が台頭し，
上層家系の浮沈が意外にはげしく，維新後の
社会変動がそれを助長した。かくて，蔵宿・
廻船業者が親となり，鰯網の網子を子として
庇護する，擬制的親子関係としての，かつて
の「契約親・契約子」も第二次大戦後は廃れ
てしまった。このことは，山間部の水上で，
大地主層と下層小作人の間で結ばれていた同
様な契約関係の場合も同じで，戦後の農地改
革で全く解消したのである。
⑥ 漁業集落である大浦には，一般に漁村に多
くみられるように，泊り屋とか遊び宿と呼ば
れる「若者宿」があり，昭和40年代までは，
年齢集団としての一定の機能を果していたと
みられる。それが中年・長老の各年齢層とも
結びついて一貫した「年齢階梯制」を成立さ
せるに至らなかったのは，やはり⑨でみた如
く，家格的上下関係がつよくて，年齢(世
代〉による序列システムの確立が阻まれたか
らだと考えられる一一漁村共同体的な年齢階
梯制の例としては，例えば南伊互の伊浜や志
摩地方の鳥羽市今浦などがある。
山村の水上では，若者宿の存在は確認でき
ていないが，年中行事の節々などで若衆が一
定の役割を担っていたとみられ，年齢集団的
な機能をもっていたと思われる。
⑦ 大浦は隣の和江と共に第二種漁港で，大田
市内では施設，規模とも他よりも大きし漁
べきかもしれない。なお漁協青年部主催の夏
のイベント「海上筏レース」などをみると
〈参与観察)，大浦漁業の担い手としての心づ
よさを感じたことを付け加えておこう。
他方，水上は石川、i水上瓦の産地で，最近は
着実に収益をあげており，農林業が低迷して
いる昨今では，地場産業として安定している。
但し，これも昭和40年代に，それまでの登り
窯に代り， トンネル窯とオートメ化を導入し，
高度経済成長の波に乗ったことが幸したので
ある。但し，あえて言えば，地場産業には違
いないが，瓦業者のすべてが地元出身者では
なく，他からの移入者であることが，問題と
言えばいえなくはない。もっとも，これは水
上が銀山における「御園村」として用材調達
を行い，そして大正末期から外来の登り窯工
場へ松割木を売却したように，このことも，
いわばこうした地元民の伝統?のなせるわざ，
と言えなくもないような気もする。
⑧ 住民票の分析から大浦の人口と世帯をみる
と，高齢化が著しく，家族としては夫婦家族
制が支配的な社会であり，水上はさらに高齢
化が著しく，夫婦家族制では大浦より幾分よ
わい社会ということになる。清水浩昭による
と，このような家族形態は，イエ規範がつよ
く直系家族制が支配的な社会において，人口
の流出や高齢化が生ずる(状況的要素が加わ
る〉と現出するものであり，清水はこれを
「親子家族H型」とよび，具体的には温泉津
町(遁摩郡〉のデータに基づき，地域類型と
して「島根型」と命名した。この場合，一方
の極に，イエ規範の規定性がつよし状況的
要素もそれに即して構造化されている「親子
I型J(山形型〉があり，その対極に，夫婦家
族制規範の規定力がつよく，状況的要素がそ
れに即して構造化している「婚姻家族I型」
(鹿児島型〉が対置されており，「親子家族E
型J(島根型〉はその中間に位置づけられて
協としても独自の組織と実力を有しているの いる訳である。いずれにしろ，清水の分析で
だが，漁業をとりまく国際環境からすると将 大浦や水上が閉じく東石見の温泉津と同ーの
来展望という点では，やや問題があると言う 家族類型になったことは，当然のこととはい
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え，極めて興味ふかいことである。
⑨ 大浦は漁業集落の通例で土地が狭障なため，
極端な集村であり，また漁港と商港を兼ねた
街村的要素もあることから，村組織が緊密に
整っている。近世以来，戸数も多く，現在も
351世帯が10の村組(自治会)に分れ，それ
らが吏に1O~14，5世帯の近隣組に分れている
のだ、が，近隣組はいわば葬式組であって，葬
儀における互助組織である。
この葬式組が地域社会としての基本的単位
であることは，山村の水上でも同様なのだが，
ここでは農業の機械化がおこる昭和40年代半
ばまでは，葬式組は回植組としても機能して
いた。他方，水上は福原・荻原・三久須・白
杯の旧村(大字〉がそれぞれ近世以来の集落
(ジゲ・地下〉としてまとまっており，そう
した意識が今日でもつよい。また，景観的に
も山間部に家が点々と散在する極端な散村で
あるために， 4つの!日大字がそれぞれ数個の
村組(自治会〉に分れ，これが行政上の最ノj、
単位になっており，それが同時に葬式組にも
なっている。
なお，地域社会としての統合度という点で
は，やはり集村である大浦の方がまとまりや
すく，正月の仮屋行事である「グロ」一一平
成7年(1995)に大岡市の無形民俗文化財に指
定一一ーなどを参与観察した印象では，一面で
は漁師気質の発露もさることながら，②で指
摘したような近世以来の大浦の実勢が，今日
にも受け継がれているように感じられた。
⑩ 大浦には正定寺(浄土宗〕と浄円寺(浄土
真宗〉の2寺があって， 350という戸数に見
合った寺院数と言ってもよいのだが，すべて
の家がどちらかの檀家なのではなく，他所に
檀那寺をもっ家が少くない。また，水上には
光蓮寺・願勝寺・浄福寺・正行寺・本宗寺の
5寺があって，すべて浄土真宗であるが(本
宗寺は現在は無住)，いずれも檀家数は極端
山町にあったのだが，銀山が江戸初期の繁栄
の後に，急速に衰退し，それにつれて移って
きたとされている。幕府直轄の天領という，
藩政村とは状況の異る村落体制の下で，銀山
の最盛期に増大した人口が急に落ちこみ，い
ちどは増えた寺院が周辺に移っていった経緯
は想像に難くないが，どうやらそのことと浄
土真宗のこの地域への惨透，拡散とが重なり
あっていたように思われる。そしてまた，こ
の銀山と結びついた天領としての村落社会の
あり方が，藩政村に較べて，住民の移動をし
やすくしていた， という一面もあったのでは
なかろうか。そうした気風が今に至っても残
っているようにも思える。真宗布教の歴史的
背景やその実情に疎く，また，天領における
村落社会の状況も把握していないので，何と
も言えないが，今後の課題にしておきたい。
なお，盆行事としては，この地域には特に
目立つものは見当らないが，盆踊りの他に，
大浦で参与観察できた「精霊舟」はたいへん
印象深く，胸に班、みる情景がいまも険に残っ
ている。
⑪ 相撲は「日本書紀」に記述があるように，
国技とも言われるほど古くから存在したよう
だが，東石見では大森銀山の坑夫の健康維持
のために代官が奨励したとされ，草相撲がた
いへん盛んであった。村々の神社での祭りや
恵比須講の奉納宮相撲の基盤には，かなり整
った組織があって，現在のプロ相撲に通ずる
「頭取(トウドリ)=親方と弟子」の紐帯が
あったようで，その証しとも言える「弟子
帳」や力士の石碑が現存する。この師弟関係
は，⑤で触れた「契約親・契約子」と近い一
種の擬制的親子関係で，弟子の分布を初代琴
ケ漬から 4代目までの文政~明治の約100年
を通じてみてみると，仁摩・温泉津・大田を
中心に東石見のかなりの地域，さらに西石見
にも及んでいる。興行の場所で最も格式が高
に少く10数戸ないし数戸に過ぎない。つまり かったのは，天領の中心である銀山町の井戸
殆んどの家が他所に檀那寺があるのである。 神社の秋祭りであった。 5代目琴ヶ演は戦後
大浦の浄円寺や水上の諸寺院は，元は大森銀 の昭和22年(1947)に，プロ顔負けの盛大な
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引退興行をおこなヮたが，この頃から全国規
模の国民体育大会にアマ相撲が導入されるよ
うになり，この地方の草相撲も近代スポーツ
に転換していったのである。
⑫ 日常生活の何気ないひととき，四季折々の
暮しの端々に，時として頭に浮び，口をつい
て出る諺や文句には， しばしば，その土地の
生活環境に根づき，歴史とともに培われた文
化伝統の反映を垣い間みることができる。そ
うした俗信語に関わる情報を今回の調査に即
して収集し，整理分類してみると，生活習慣
の変化によって，例えば「夜爪を切ると不幸
になる」のように，禁忌の前提部分と現実と
のズレが生じても，それが消滅せず派生して
ゆく，いわば「俗信語の近代化による再生
産」を見出すことができる。そして，こうし
た類いの俗信語の中にも，「海草(ボパ〉を
焼くと大風が吹く J(五十猛〕とか「無花果
(イチヂク〉を屋敷内に植えると病人がでる」
(水上〉など生活の匂いを感じさせるものが
散見され，また気象に関わる前兆語では，「三
瓶が見えれば雨がないJ(仁摩町馬路〕とか
「こぶしが吹けば鰯がとれるJ(仁摩町宅野〉
などがある。また，大浦の正月の仮屋行事の
グロに関するものでは，「グロの火に当たる
と丈夫になるJiグロの神に祈ると大漁があ
る」や「前年不幸のあった家族はグロには行
かぬ」などが目立つのだが，他地方の仮屋行
事(トンドなど〉との比較が必要になろう。
そして，この調査を行った小津康則は，今後
は韓国での俗信語の調査とあわせ，比較研究
をすすめたい，としている。
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